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北海道内の豪雪地帯の積雪状況

岩見沢市美流渡（H24.02.23）

岩見沢市美流渡（H24.02.02）

倶知安町（H25.03.10）

豪雪地帯及び特別豪雪地帯指定図

（全国積雪寒冷地帯振興協議会HPより）

豪雪地帯

特別豪雪地帯

上富良野町（H25.02.10）

倶知安町

上富良野町
岩見沢市
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・各年度の期間：Ｈ１３～Ｈ１６は１２月～３月、Ｈ１７以降は１１月～３月

・Ｈ１３～Ｈ２０年度は、死傷事故原因の記録なし
（データ：北海道調べ 統計期間：Ｈ１７～Ｈ２６年冬期）

その他 除雪機 落氷雪 はしご転落 屋根転落

北海道の雪の事故による死傷者数
北海道では近年雪害事故が増加傾向にあり、平成24年度冬期
には雪の事故による死傷者数が500人を超えるほどであった。
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平成２４年豪雪による被害
特に岩⾒沢では、積雪が例年の4倍となり、除排雪が追いつか
ず、国道やＪＲ等の交通網が⼨断され、⾷糧が届かない⾮常事
態となり、⾃衛隊に災害派遣要請がなされるほどであった。

平成２４年１⽉の北海道新聞の記事



5倶知安雪はねボランティアツアー２０１３の様子

地元町内会が実施している「ちょぼら除雪隊」にお願いして、札幌からの
参加者も混ぜてもらう形で一緒に除雪作業。作業後、町内会の婦人会の人
たちが作ってくれた鍋を一緒に⾷べて交流。
【日時/場所/参加人数】

①2013年3⽉10日（日）/ 琴和町内会 / ツアー参加者 34名

初年度は、地域の人と一緒に除雪作業のみ



6

雪かきボランティアツアーから都市農村交流へ
継続して雪かきボランティアツアーをしていく中で、都市部の
人々と地方部の人々の交流が生まれ、都市農村交流へと発展。
様々な変化が生まれ始めた。

都市部の人々
（ボランティア）

地方部の人々
（受入地域）

都市と地方の交流によって、様々な変化が起こる

交流
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雪はねツアーの効果 ＜その１＞

◆倶知安に対する愛着感（参加者へのアンケート調査の結果より）

事前より事後の方が
倶知安に対する愛着
感がぐぐっと増加

1：まったく愛着を感じない

2：あまり愛着を感じない

3：どちらともいえない

4：少し愛着を感じる

5：⾮常に愛着を感じる

いい取り組みだと思う。観光コンテンツを持た
ない市町村（土地）が交流人口を増やす考え
方としてあのような歓迎をしていただけるとま
た行きたいと感じた。（男性・50代）

◆参加者の声

都市の人たち（ボランティアツアー参加者）の声を聞き、
地域の人たちは、改めて自分たちの地域の魅力を再発見
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雪はねツアーの効果 ＜その２＞

【受入地域側の変化】

受入地域の人たちは、また来て欲しいと心からのおもてなし。
冬だけでなく、夏にも来て欲しい！ ⇒ モチベーションアップ

札幌からの若い女性らも雪はねツアーに参加

誰よりも
張り切る
地元の男性陣

雪かき
美女登場
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雪はねツアーの効果 ＜その３＞

【受入地域側の変化】

もっと地域に来てもらい、地域のものを買ってもらうためには、
魅力ある地域づくりと地域ならではの商品が欠かせない

せっかく外から人が来てくれるんだから、地域のものをもっ
と知ってもらいたい、⾷べてもらいたい、買ってもらいたい

堀りたて
のお芋を
どうぞ！



10

● 倶知安町の概要

人口・高齢化率

●人口 15,259 人
●高齢化率 22.3％
（道内で下から7番目）

※平成24年10⽉1日現在

降雪量・積雪深

年間降雪量は10mを超え、
毎年の最深積雪は2m前後

札幌市と比
較した年間
の降雪量は
およそ2.5
倍、近隣市
町村でも最
も雪の多い
地域

位置・気候

●倶知安町はニセコ町に隣接
●道内でも有数の豪雪地帯
（特別豪雪地帯に指定）

倶知安町の積雪の様子（H25.03.10）

１．事業実施地域の課題

豪雪地帯及び特別豪雪地帯指定図

（全国積雪寒冷地帯振興協議会HPより）

豪雪地帯

特別豪雪地帯

倶知安町

上富良野町
岩見沢市
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（事業内容）

・ニセコ・羊蹄山麓エリアでは、有数の農業地帯・豪雪地帯であること
を活かして都市部からの体験型ツアー（農作業体験、酒蔵⾒学、除雪ボ
ランティア体験等）を開催している

（地域の現状と課題）

→体験型ツーリズムで訪れる人々に、より地域のことを知ってもらい、
訪れてもらうための魅力ある特産品＆場づくりが求められている

→地域資源である日本酒や雪野菜を活用した通年型の体験型ツアーを開
催することで、ニセコ・倶知安ファンを増やしていく

・日本酒や雪をテーマにした倶知安らしい魅力ある体験型ツアー（一年
を通した通年型の倶知安応援ツアー）の開催 etc.酒米づくりツアー、
雪野菜掘り体験ツアー

・アンテナショップを運営するくっちゃんマルシェゆきだるまによる、
地域資源の日本酒や雪野菜を活用した新商品開発・販売

１．事業実施地域の課題
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・本事業において、魅力的なツアー商品や、地域特産品を開発すること
により、体験型ツアーでの売り上げやアンテナショップの売り上げが増
加し、確実に収益を上げることにより、地域で新たな雇用を確保してい
くことが可能になるものと考えられる。

（目指す姿）

・担い手のＮＰＯ法人は、主に、エキノコックスの駆除活動や地域での
清掃活動等のイベント企画を行っているが、本業の傍ら、雪はねボラン
ティアツアーや農作業体験ツアー等の企画・受け入れを行っている。

（多役多業型の説明）

１．事業実施地域の課題

・地元の生産者が生産した農産物を販売しているアンテナショップは、
売り上げが少なく、専属の販売員がいないため、生産者やＮＰＯの職員
が本業の傍ら販売を担当している。

・都市部に住んでいる住民や企業の人達は、普段の仕事とは別に、除雪
ボランティアツアーや農作業ツアーに参加することで、他地域での地域
づくり活動の担い手となる可能性がある。
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２．事業概要

①協議会メンバーと役割分担

構成主体 役割（中間支援の内容）

（一社）北海道開発
技術センター

地域づくり活動を継続的に支援し、地域が⾃立して活動を実施できるよう、
事業の立ち上げから、⾃立した事業運営を行うまでのサポートを行う。

㈱北洋銀行
地域活動の事業に対する融資の相談に加え、地方の意欲的な取り組みを積極
的に支援し、地域の成長支援を加速させるための地域産業振興のアドバイス
を実施。

倶知安町役場
倶知安町内の地域づくり活動に関する情報収集や、周辺⾃治体への働きかけ
と町内の観光拠点との調整を行う。

北海道
後志総合振興局

後志の特産品のブランド力向上・販路拡大に向け、特産品の磨き上げ・道内
外の販路拡大を図るとともに、海外市場への販路開拓を目指す事業を推進し
ている。

北海道コカ・コーラ
ボトリング㈱

ＣＳＲ活動の一環として除雪ボランティアツアーに企画・運営段階から関
わって地域活動を支援。

㈱山卜小笠原商店
新千歳空港内総合土産店「スカイショップ小笠原」とネットショップ「北海
道お土産探検隊」を運営。六花亭との限定コラボスイーツ、各種オリジナル
商品も展開しており、商品開発支援等を行う。

（１）事業の実施体制
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２．事業概要

②担い手の概要及び取組内容

（１）事業の実施体制

担い手 これまでの活動内容 本事業で新たに取り組む内容

ＮＰＯ法人ＷＡＯ
ニセコ羊蹄再発⾒
の会

雪はねボランティアツアーや農
作業体験ツアー等の企画・受け
入れを行い、地域と一体となっ
た活動を展開している。

雪や農を活用した通年の体験型
ツーリズムのメニュー造成や地
域のブランド化を図る。

くっちゃんアンテ
ナショップ運営推
進協議会

地元⾷材を利用した加工品の研
究開発を目指している。

「ニセコ倶知安ブランド」とし
てのお土産品や農産品等の開発、
販売を展開。

株式会社
ニセコファーム

低農薬の農産物を生産・販売し
ており、近年、農作業体験ツ
アーの受け入れを始めている。

体験型ツアーの企画・造成、ツ
アー参加者の受入や新商品開発
に取り組む。

有限会社二世古酒
造

道産米の吟風や彗星等を使用し
たお酒も造っている。近年、体
験型ツアーの一環として酒造⾒
学の受け入れを行っている。

体験型ツアーの企画・造成、ツ
アー参加者の受入の実施。
日本酒タンクオーナー制度の創
設を契機とした新商品開発に取
り組む。
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２．事業概要

ニセコ羊蹄山麓体験型ツーリズム推進協議会

くっちゃん
アンテナショップ
運営推進協議会

有限会社
ニセコ
ファーム

有限会社
二世古
酒造

協議会メンバー

ＮＰＯ法人
ＷＡＯニセコ羊
蹄再発見の会

担い手

地域産業の事業
化のアドバイス

事業全体の調整
ツアー企画・開発の

アドバイス

商品販売
アドバイス

通年型ツアーの造成
体験型観光コンテンツの開発

地域特産品を活用した
新商品開発・販売

地域の調整 広報・周知

商品開発・販
売アドバイス

（２）事業のスキーム

事務局
一般社団法人
北海道開発技術
センター

小笠原
商店

（小売業）
金融機関
（北洋銀行）

北海道コカ・
コーラ

（飲料会社）

倶知安町
北海道

後志総合振興局
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通年型ツアー・体験型観光コンテンツの開発

・どんなツアーだったら、人
が集まるのか？
・どんな体験型観光が魅力
的なのか？
・人を集めるための広報・Ｐ
Ｒ手法をどうするか？

通年型・体験型ツアーの
内容と広報・ＰＲ手法を
協議会のメンバーが一
緒になって検討
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地域特産品を活用した新商品開発・販売

・どんな商品だったら、売れ
るのか？
・商品にどんな付加価値を
つけるべきなのか？
・売るための広報・ＰＲ手法
をどうするか？

地域や商品のイメージ
戦略（ブランディング）や

販売手法を
協議会のメンバーが
一緒になって検討
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３．各取組の概要

構成主体 役割（中間支援の内容）

北海道開発技術センター ツアーに関するマーケティング調査の実施、アドバイスの実施

北洋銀行 ツアーの事業計画に関するアドバイス

後志総合振興局 ツアー企画の内容や募集方法に関するアドバイス

倶知安町役場 ツアー受入地域における関係機関の調整

◎構成主体・役割（中間支援の内容）

（取組内容）都市部の人を対象にしたマーケティング調査を行い、ツアー内容に関
するアドバイスを実施する。それを受けて、地域の担い手は、魅力ある体験型ツ
アーを年４回、企画・造成し、札幌等の都市圏に向けて、参加者の募集をかける。

成果目標 現状 目標

体験型ツアー参加者数 年間100名 年間200名

体験型ツアーの参加費 年間250,000円 年間600,000円

◎成果目標

①取組１：ニセコ・羊蹄山麓らしい魅力ある体験型ツアーの
企画・造成のためのマーケティング調査
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構成主体 役割（中間支援の内容）

北海道開発技術センター 新商品企画のＷＳの開催、研修会の開催

小笠原商店 商品開発に関するアドバイス

北洋銀行 事業計画及び商品開発に関するアドバイス

後志総合振興局 テスト販売支援、商品の広報・ＰＲ

成果目標 現状 目標

アンテナショップでの
雪野菜の新商品の販売個数

0ヶ 200ヶ

酒造での新商品の販売本数 0本 200本

（取組内容）アンテナショップ等に対して新規の商品開発や販売に関するノウハウを
伝える等の支援を行う。さらに、倶知安の日本酒や雪野菜を活用した新商品開発・販
売支援を行う。担い手は開発された新商品の売り上げを伸ばすための販売を実施する。

成果目標 現状 目標

アンテナショップ
の利用者数

年間4,000人 年間4,300人

アンテナショップ
の売り上げ

年間
14,000,000円

年間
15,000,000円

３．各取組の概要

①取組２：アンテナショップの売り上げを伸ばすための新商
品開発・販売支援

◎構成主体・役割（中間支援の内容）

◎成果目標
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構成主体 役割（中間支援の内容）

北海道開発技術センター 活動紹介ホームページの作成支援、運営支援

小笠原商店 活動紹介ホームページ等の作成に関するアドバイス

後志総合振興局 ＨＰ等を活用した体験型ツアーの広報・ＰＲ支援

（取組内容）本取組で実施する体験型ツアーや販売商品の効果的な周知・方法につ
いては、マーケティング会社と旅行会社から効果的な周知・広報についてアドバイ
スをもらい、倶知安町や北海道後志総合振興局の協力を得ながら、体験型ツアーや
販売商品の広報・ＰＲを実施する。

３．各取組の概要

①取組３：体験型ツアーや販売商品について道内外の観光
客に対する情報発信支援

◎構成主体・役割（中間支援の内容）
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構成主体 役割（中間支援の内容）

北海道開発技術センター ツアー運営支援、アンケート調査の実施、アドバイスの実施

北海道コカ・コーラボト
リング

現地での設営・準備等ツアー運営支援

後志総合振興局 現地での設営・準備等ツアー運営支援

倶知安町役場 現地調整・ツアー運営支援

（取組内容）本事業で開発した年４回（秋・冬）の体験型モニターツアーを、担い
手のＮＰＯ法人ＷＡＯニセコ羊蹄再発⾒の会が中心となって実施する。その際に北
海道開発技術センターがツアー参加者に対するアンケート・ヒアリング調査等を実
施し、ツアー内容に関する評価や課題等を整理し、次年度へのツアー企画へのアド
バイスを実施する。

３．各取組の概要

①取組４：体験型モニターツアーの実施におけるアンケート
調査

◎構成主体・役割（中間支援の内容）
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通年型ツアー・体験型観光コンテンツの開発
（取組における具体的な支援内容）

◎構成主体・役割（中間支援の内容）

取組①ニセコ・羊蹄山麓らしい魅力あ
る体験型ツアーの企画・造成の
ためのマーケティング調査

協議会
北洋銀行北海道開発技術センター

体験型ツアーの企画・開発

ＮＰＯ法人ＷＡＯ

体験型ツアーの企画・造成支援
ツアーの企画・開発に関する助言、協力

・ツアーの内容・チラシ作成に関するアドバイ
ス（北海道開発技術センター）

・ツアーの価格設定のアドバイス（北洋銀行）
・募集方法に関するアドバイス（後志振興局）
・体験型観光コンテンツのアドバイス（役場）

倶知安町役場後志総合振興局

ニセコファーム

・体験型観光コンテンツについては、
単なる観光的な体験よりも、雪野
菜掘り体験や、日本酒の火入れ体
験など、日常では体験できないメ
ニューが人気となることをアドバ
イスした

・ツアーを効果的に周知・広報する
には、ターゲット層に届く広報が
重要であるというアドバイスを
行った

⇒農業体験ツアーは、野菜ソムリエ
協会のメーリングリストで情報発
信し、酒米刈取りツアーは、札幌
のオータムフェストというイベン
ト時に、日本酒専門店でチラシを
配布するなど、ターゲットを絞り
込んだ広報を行った
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通年型ツアー・体験型観光コンテンツの開発
（取組における具体的な支援内容）

◎構成主体・役割（中間支援の内容）

取組④体験型モニターツアーの実施に
おけるアンケート調査

協議会

体験型ツアーの企画・募集のスキル向上

ＮＰＯ法人ＷＡＯ

コカコーラ北海道開発技術センター

倶知安町役場後志総合振興局

二世古酒造

体験型ツアーの評価・アドバイス等の支援
ツアーの評価・内容に関する助言、協力等
・アンケート調査によるツアー評価・アドバイス

等の支援（北海道開発技術センター）
・ツアー運営支援及び評価（コカ・コーラ）
・ツアー募集支援及び評価（後志総合振興局）
・ツアー開催時における地域調整の支援（役場）

・ツアー参加者に対するアンケート
調査を行い、ツアー評価を行った

⇒いずれのツアーも地域のみなさん
のおもてなしや心遣いに喜んでい
たことが分かった（満足度 大）

№ 性別 年代
お住
まい

⾃由記述

1 男性 60代
札幌
市

昼⾷の”いも”は美味しかったです。”いも”
が美味しいと感じるのは久しぶりでした。

2 女性 50代
札幌
市

とても良いツアーでしたので満席でなくて
もったいないです。おいもとっても美味し
い。待っていて下さった方々に感謝です。
ありがとうございました。

3 女性 60代
札幌
市

地元の方々の協力が素晴らしかった。おか
げで楽しい一日が過ごせました。皆様お忙
しい中ありがとうございました。

4 女性 50代
札幌
市

ツアー開催を知ったのが1週間前でした。
参加して良かったです。もっと広く告知を
されたら参加者も多かったでしょうね。

5 女性 30代
札幌
市

みなさんのあたたかい気持ちが伝わってま
た来たいと思います。二世古酒蔵さんでは、
日本酒を購入したかったですが、高いのか
なあと迷ってしましました。値段をもう少
し分かりやすくしてほしいと思いました。
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①農業体験ツアー in 倶知安

秋に農業体験（いも掘り）ツアーを開催

畑で
芋堀り
体験！!

生産者さ
んから話
を伺う

【日時/参加人数】
9⽉12日（日） 参加者30人
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②酒米刈取り＆酒造見学ツアー

お酒の造りの過程から参加するツアーも開催

⾃分で刈り
取ったお米
がお酒に！

ここでお
酒を仕込
みます！

【日時/参加人数】
10⽉4日（日） 参加者30人
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③雪はねボランティアツアー

冬に雪はねボランティアツアーを２回開催

地元の中学
生も大活
躍！

全員で集
合写真！

【日時/場所/参加人数】
①1⽉24日（日）六郷親交会 参加者60人
②2⽉6日（日）琴和町内会 参加者60人
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時 間 プログラム

8：00 札幌出発 ～バス移動～

10：30 倶知安到着 身支度、挨拶、体操

10：50 地域の人と一緒に雪はね作業

12：30 食事＆交流会（創作鍋や豚汁など）

14：00 酒蔵見学 or 雪野菜掘り体験

15：30 くっちゃんマルシェでお買い物

16：30 くっちゃん温泉で温泉入浴

17：30 倶知安出発 ～バス移動～

20：00 札幌到着

午後は｢芋掘り」 or 「酒蔵見学｣の体験ツアー

午前は
雪はね
作業！

午後は
酒蔵⾒
学！!

雪に埋
まった
芋掘り!
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ツアー当日の様子① 除雪作業＆昼食会

地元の
中学生
も参加

一致団結
して除雪
作業

豚汁でお
もてなし

全員でいた
だきます！
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ツアー当日の様子② 芋掘り体験＆酒造見学

今度は
芋ほり！

雪かき
より大変
だった～!

こだわりの
お酒を造る
二世古酒造

水口杜氏さん
による説明
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・新しい体験型観光コンテンツの開発（酒米刈取り体験、雪室⾒学等）
・受入側のモチベーション向上
・体験型観光コンテンツに関わる担い手の増加
・生産者、製造者、販売者の関係の構築

通年型ツアー・体験型観光コンテンツの開発
（成果と課題）

◎各取組の成果・課題

◎活動の社会的意義・社会的成果

◎地域ビジネスの達成状況・今後の見通し

・地元の中学生が雪はねボランティアに参加
⇒今後の雪処理の担い手の確保
・地域のＮＰＯの会員数が増大（１０人⇒３０人へ）
⇒地域づくり活動やボランティア活動の活発化

・体験型ツアーの参加者数が増加
・オーナー制度等による担い手の囲い込みに成功
⇒一年を通した継続的なツアーの開催を予定
（種付け⇒芋掘り⇒雪野菜掘りツアー、田植え⇒刈取り⇒酒造りツアー）
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成果目標 現状 目標 達成状況

体験型ツアー参加者数 年間100名 年間200名 年間180名

体験型ツアーの参加費 年間250,000円 年間600,000円 年間540,000円

◎成果目標

通年型ツアー・体験型観光コンテンツの開発
（成果と課題）

目標の達成状況

・秋の体験型ツアー（農業体験ツアー＆酒米刈取りツアー）の募集・告知
期間が予定よりも短かくなってしまったが、４０人募集のバスに３０人
の参加があり、ツアーの参加費も60万円に対して54万円の達成となった。

・今回の経験を踏まえ、募集期間やPR方法等を⾒直すことで、今後は目標
以上の達成が期待できる。

◎ツアー参加者数：①農業体験ツアー ３０名（不足１０名）
②酒米刈取りツアー ３０名（不足１０名）
③六郷雪はねツアー ６０名
④琴和雪はねツアー ６０名
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（取組における具体的な支援内容）

◎構成主体・役割（中間支援の内容）

取組②アンテナショップの売り上げを
伸ばすための新商品開発・販売
支援

協議会

新商品開発・販売に関するスキル向上

アンテナショップ

北洋銀行北海道開発技術センター

後志総合振興局後志総合振興局

二世古酒造

地域特産品を活用した新商品開発・販売

新商品開発・販売支援
新商品に関する助言、協力等

・新商品のパッケージデザイン、販促用チラシ作
成等の支援（北海道開発技術センター）

・新商品のコンセプト・味・販売対象・販売方
法・価格帯に関するアドバイス（小笠原商店

・事業計画・資金調達に関する助言（北洋銀行）
・テスト販売支援（後志総合振興局）

・新商品のブランド化を検討するに
あたり、分類の考え方についてア
ドバイスを行った

⇒その結果、倶知安の雪の下野菜で
作った「雪の下野菜のスープシ
リーズ」でブランディングするこ
ととした
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（取組における具体的な支援内容）

◎構成主体・役割（中間支援の内容）

取組③体験型ツアーや販売商品につい
て道内外の観光客に対する情報
発信支援

協議会
北海道開発技術センター

体験型ツアーの企画・開発

ＮＰＯ法人ＷＡＯ

情報発信支援
情報発信に関する助言、協力等

・情報発信ツールとしてのＨＰ作成に関する
アドバイス（北海道開発技術センター）

・ＨＰを活用した広報・ＰＲ手法のアドバイ
ス（小笠原商店）

・マスコミ・メディアへの広報・ＰＲ手法の
アドバイス（後志総合振興局）

後志総合振興局小笠原商店

二世古酒造

地域特産品を活用した新商品開発・販売

・本事業をＰＲするＷｅｂサイトの
作成にあたり、倶知安に行きたく
なるようなコンテンツを作成する
ようアドバイスを行った。

・具体的には、サイトの中で、新商
品やツアーだけでなく、地域で頑
張っているまちの人や取組の背景
を紹介するようにした。
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地域特産品を活用した新商品開発・販売

＜地域特産品のイメージの明確化＞
・都市部でのマーケティング調査に

より、地域特産品のイメージが
「じゃがいも」であることが判明

⇒「じゃがいも」を主体とした新商
品を開発

＜担い手の確保＞
・秋のツアーで加者が掘った「じゃ

がいも」を藁で包んで雪の下に埋
め、冬のツアーで参加者に掘り起
こした「越冬じゃがいも」でスー
プを製造

⇒「スープ」の原料となる雪の下
じゃがいもの製造に都市部からの
担い手が参加

①雪の下じゃがいもの
スープの開発・販売
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地域特産品を活用した新商品開発・販売

＜タンクオーナー制度の創設＞
・今回、二世古酒造オリジナルのタ

ンクオーナー制度を創設
⇒タンクオーナー向けの新商品とし

て「純米大吟醸」を開発

＜担い手の確保＞
・秋のツアーで加者に酒米刈取りを

してもらい、刈った酒米で、新商
品の「純米大吟醸」を製造

・生酒の火入れ体験などの特別な体
験プログラムを入れ、コアな日本
酒好きの人がツアーに参加

⇒日本酒の造りの過程に都市部から
の担い手を確保

⇒参加者が広報・ＰＲを担う

②二世古酒造初の
純米大吟醸の開発・販売
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地域特産品を活用した新商品開発・販売

・担い手⾃らが新商品開発の手法を学び、製品化
⇒雪野菜を使ったスープのシリーズ化、日本酒のタンクオーナーを募集

（成果と課題）

◎各取組の成果・課題

◎活動の社会的意義・社会的成果

◎地域ビジネスの達成状況・今後の見通し

・地域づくり活動の担い手の増加、地域への熱心なファンの獲得

・地域特産品である雪の下じゃがいものスープや、日本酒の新商品を開発
⇒継続的な収益増加の⾒込み、新商品の開発機運の高まり
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（成果と課題）

目標の達成状況

・雪野菜の新商品（ポテトスープ）の販売を2/20に開始。
倶知安町のふるさと納税で1,000ヶ、小笠原商店のＷｅｂショップで200ヶ、
北海道開発技術センターで500ヶ販売予定。

・日本酒の新商品については、4⽉上旬に商品が完成予定で、合計600本の販売
を予定している。

・アンテナショップは、ホーマックに移転し、売り場面積が3倍になったことに
より、利用者数も売上も倍増している。

地域特産品を活用した新商品開発・販売

37

成果目標 現状 目標 達成状況

アンテナショップでの
雪野菜の新商品の販売個数

0ヶ 200ヶ
2/20販売開始

5,000ヶ（販売予定）

酒造での新商品の販売本数 0本 200本 100本（予約済）

成果目標 現状 目標 達成状況

アンテナショップの利用者数 年間4,000人 年間4,300人 年間5,000人（確認中）

アンテナショップの売り上げ 年間1,400万円 年間1,500万円 年間2,000万円（確認中）

◎成果目標
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３．各取組の概要

②広報に関する取組
（担い手・中間支援体制に関する広報）
・取組のＷｅｂサイトを作成 ⇒ 活動を広く一般に広報・ＰＲ

銀雪のめぐみプロジェクトＨＰのＵＲＬ：www.ginsetsu-megumi.jp
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４．中間支援における課題と対応

◎中間支援の特徴、苦労している点、工夫している点

◎体制として連携する上での苦労、留意している点

◎体制として行っている広報の状況

＜苦労している点＞
・元々、除雪のボランティア活動からスタートしており、ボランティア活動から、

地域のビジネスの活動へと切り替わることに生じる地域側の気持ちの変化への
ケア

＜工夫している点＞
・担い手とのこまめな連絡・コミュニケーション

＜苦労している点＞
・地域との距離（札幌～倶知安間）が遠いこと

＜工夫している点＞
・打合せと会議をこまめに行い、顔を合わせた密な情報共有、意⾒交換

＜工夫している点＞
・取組の専用ＷｅｂサイトやＳＮＳの開設
・旅行会社のＷｅｂサイトやチラシ等の広報媒体の活用
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４．中間支援における課題と対応

◎体制として連携する上での苦労、留意している点

◎体制として連携することにより達成できたこと、メリット、効果

◎金融機関が加わったことによるメリット

＜留意している点＞
・こまめに連絡・情報共有を行うこと
・それぞれの得意分野についてはそれぞれの団体に任せて、事務局だけでやろうと

しない

＜達成できたこと＞
・商品開発や体験型ツアー造成等の地域づくり活動の活発化
・地域づくり活動の担い手の増加
・効果的な広報・ＰＲ手法の取得

＜メリット、効果＞
・地域が⾃ら稼ぐ仕組みを構築

＜メリット＞
・地域づくり活動を長期的に継続するうえでの的確な資金計画・事業計画等のアド

バイス（新商品開発に活用できるファンドクラウディングの紹介）
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５．事業終了後の予定

◎活動費の確保

◎体制の活動の継続に向けた事業展開

・日本酒のタンクオーナー制度からの売上のうち、10％を今後の取り組みの活動費
として計上予定

・雪野菜のスープの売上の一部を今後の取り組みの活動費として計上予定

・雪と農に関わる新たな体験型ツアーや新商品の開発
（雪野菜スイーツや酒粕スイーツの開発、田植えツアーなどの実施）
・地域づくり活動の担い手（生産者、お菓子組合、観光協会等）を増やすために、

Ｗｅｂサイトを活用して、本活動を広報・ＰＲ
・雪かきボランティア活動をはじめとした地元中学生と連携した活動を企画する
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５．事業終了後の予定

◎新たな担い手に対する支援の事業計画

一年間の活動を通じて形成された連携・協力体制のもと、ツーリズム商品や地
場産品のＰＲ・販売をしていくとともに、継続的に観光に関する勉強会等を実施
することで地域内外の交流活動の拡大を図っていく予定である。

＜平成28年度＞
・新たな担い手を育成するための地域資源の発掘・調査のための勉強会
・さらなる地域ブランドを確立し、地域特産品の販売を促進
・本事業で作られた新商品を全道や東京方面で販売する中間支援活動を実施する。

＜平成29年度＞
・農作業体験メニューの造成、宿泊施設の検討、イベントを中心とした地域交流

事業の立ち上げ等
・地域への移住者を増やすための婚活ツアーや移住体験ツアーの実施

◎地域における新たな担い手

・地域づくり活動の新たな担い手として、倶知安町内のお米農家さん、お菓子組
合、観光協会が加わる予定である。

・現在、お菓子組合では、雪の下じゃがいもを使ったスイートポテトの商品化を
準備している。


